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感染症における出席停止について 

平素は本校教育に、ご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 この度、医療機関で感染症と診断された場合の処置といたしましては、感染症の流行

を予防するために、学校保健安全法第１９条の定めるところにより、出席停止の措置を

行います。 

出席停止となった期間は「生徒指導要録」の「出席の記録」に、“出席停止・忌引等の

日数”として記録され“欠席日数”には数えませんが、本校所定の出席停止期間証明書、

または医療機関の発行する診断書の提出が必要となります。 

 ※ 出席停止証明書は本校のホームページよりダウンロードしてご使用ください。 

 ※ 診断書や出席停止証明書は、受診される医療機関によって、有料な場合や本校所

定の出席停止期間証明書が使用できない場合もありますので、主治医にご確認く

ださい。 

 ※ 第３種感染症の「その他の感染症」に診断された場合につきましては、感染症の

種類や各地域、学校における感染症の発症・流行の様態等を考慮の上、出席停止

に該当するかどうかを判断いたしますので、お手数ですが学校までお問い合わせ

ください。



学校感染症の種類と出席停止期間の基準について 

令和６年１０月改訂版 

感染症の種類 出席停止の期間の基準 

第
１
類 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、

痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブル

ブ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリ

ア、重症急性呼吸器症候群（病原体がコロ

ナウイルス属 SARS コロウイルスであるも

のに限る）、鳥インフルエンザ（病原体が

インフルエンザウイルス A 属性インフルエ

ンザ A ウイルスであってその血清亜型が H

五 N 一であるものに限る） 

治癒するまで 

第
２
類 

インフルエンザ 

（鳥インフルエンザ（N5N1）を除く） 

発症した後５日を経過し、かつ解熱後２日を経過する

まで 

百日咳 特有の咳が消失するまで 又は５日間の適正な抗生物

質製剤による治療が終了するまで 

麻疹 解熱した後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を

経過、かつ全身状態が良好になるまで 

風疹 発疹が消失するまで 

水痘 全ての発疹が痂皮化するまで 

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症 発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後 

１日を経過するまで 

結核 病状により医師において感染のおそれがないと認めら

れるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により医師において感染のおそれがないと認めら

れるまで 

第
３
類 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感

染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結

膜炎、急性出血性結膜炎 

その他感染症※ 

病状により医師において感染のおそれがないと認めら

れるまで 

＊その他感染症 

…溶連菌感染症、伝染性紅斑、手足口病、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感染症など学校教育活動において

流行を広げる可能性があり、医師において感染の恐れがあると認められたもの。 

 

 関係法令：学校保健安全法施行規則第１８条、１９条及び学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令 

 参考文献：「学校において予防すべき感染症の解説（令和５年度改訂）」日本学校保健会 
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出席停止期間証明書発行について（お願い） 

   この度、本校生徒より学校感染症羅患の届けがあり、学校保健安全法第１９条で定めるところにより出席 

停止の措置を行いました。 

   お手数ですが、下記の証明書に必要事項をご記入いただき、本校生徒にお渡しくださいますようお願い 

申し上げます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キ リ ト リ セ ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                出席停止期間証明書              近畿情報高等専修学校  

   年   組   番 氏名            

＊該当する感染症名に○印、または記入をお願いいたします。 

分類 感染症名と出席停止の期間と基準 

第２種 

 インフルエンザ 発症後 5 日、かつ解熱した後 2 日が経過するまで 

 
百日咳 

特有の咳が消失するまで、または、5 日間の適切な抗菌剤による治療

が終了するまで 

 麻しん（はしか） 解熱した後 3 日を経過するまで 

 
流行性耳下腺炎 

耳下腺、顎下腺または舌下腺の腫脹が発現した後 5 日を経過し、 

かつ、 全身状態が良好になるまで 

 風しん 発しんが消失するまで 

 水痘（水ぼうそう） 全ての発しんが痂皮化（かさぶた）するまで 

 咽頭結膜熱 主要症状（発熱、咽頭炎、結膜炎など）が消失した後 2 日を経過するまで 

 結核 症状により学校医その他の医師が感染の恐れがないと認めるまで 

 髄膜炎菌性髄膜炎 症状により学校医その他の医師が感染の恐れがないと認めるまで 

 新型コロナウイルス 発症後 5 日、かつ症状が軽快した後 1 日を経過するまで 

その他感染症（        ） 症状により学校医その他の医師が感染の恐れがないと認めるまで 

医師所見 

 

 

今回の疾病での自宅療養期間 

年    月    日（   ）  ～    年    月    日（   ） 

 

令和   年   月   日 

医療機関名                         

主治医                       印 


